
はじめにはじめに

基本操作

テレビ

ビデオビデオ

TVモニター設定

音の調整

その他の機能その他の機能

付録

取扱説明書

はじめに

基本操作

テレビ

ビデオ

TVモニター設定

音の調整

その他の機能

付録

取扱説明書

8.0型ワイド液晶TVパック TV-W8

リモコンタイプ



安全のために必ずお守りください

2

安全のために必ずお守りください

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

絵表示について
取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を
次の表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

注意

禁止

必ず行う
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安全上のご注意　（別冊の「安全上のご注意」もお読みください）

警告
［使用方法］

［異常時の処置］

運転中に操作をしない

走行中にテレビやビデオを見ない

故障のまま使用しない

異常のまま使用しない

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

禁止

禁止

禁止

禁止

必ず行う

画面を長く見る必要がある複雑な機能は、自動車の
運転中に操作をしないでください。前方不注意とな
り交通事故の原因となります。操作は、必ず安全な
場所に車を停車させて行ってください。また運転中、
画面を注視する時間は必要最低限としてください。

運転者がテレビやビデオを見るときは、必ず安全な
場所に車を停車させてください。走行中にテレビや
ビデオを見ると前方不注意となり交通事故の原因と
なります。

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状態で使
用しないでください。必ずお買い上げの販売店にご
相談ください。そのままご使用になると事故・火
災・感電の原因となります。

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に異物が
入った・水がかかったなど異常が起こりましたら、
ただちに使用を中止し、必ずお買い上げの販売店に
ご相談ください。そのままご使用になると事故・火
災・感電の原因となります。

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定容
量のヒューズをご使用ください。規定容量以上のヒ
ューズを使用すると、火災の原因となります。
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本書の見かた

本書の表記のしかた

表記 意味

注意マーク

操作を行う状況においての注意していただきたいことや、本製品の性能

を維持するうえで注意していただきたいことについて説明しています。

メモ メモマーク

操作する上で注意すべきことやヒント、便利な使いかたなどについて説

明します。

[      ] リモコンや本体などについているボタンを表します。

例：CD再生中に［AUDIO MENU］を押す

斜体 参照していただきたい本文タイトルやページ、または他の説明書を導き

ます。

例：接続のしかたは、『取付説明書』を参照してください。

続きマーク

右ページにおいて、操作手順が次ページに続く場合を表します。

メモ
本書で使っている画面例は、実際の画面と異なることがあります。
実際の製品の画面は、性能・機能改善のため、予告なく変更することがあります。

ご注意

つづく➔
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ご使用前に知っておいていただきたいこと

■安全走行のために
本機では、パーキングブレーキのON/OFFを検知しており、走行中にテレビやビデオなどの映像を
見ることができないようになっています。また、走行中はTVモニターの一部のメニュー操作はでき
ません。（走行中は、以下のようなメッセージが表示されます。）安全な場所に停車してパーキングブ
レーキをかけ、メッセージが消えてから、操作してください。
（例）テレビを見ようとしたとき

メモ
本機を単体でご使用のときは、「ATTENTION」と表示されます。

■画面が見えにくいときは
液晶画面は、その構造上きれいに見える角度が限られています。初めてお使いになるときは、画面が
きれいに見えるように、見る角度に合わせて黒の濃さを調整してください。また、液晶画面自体の明
るさも変更できますので、お好みに応じて調整してください。
「黒の濃さやコントラストを調整する」（26P）、「液晶画面の明るさを調整する」（28P）を参照して
ください。

■バッテリー上がりを防ぐために
本機をお使いになるときは、かならず車のエンジンをかけてください。エンジンがかかっていないと
きに本機を使用すると、バッテリーが消耗します。

■携帯電話をお使いになるときのご注意
携帯電話をお使いになるときは、携帯電話のアンテナをTVモニターに近づけないでください。画面
に斑点や色模様などのノイズが出たり、映像が乱れたりすることがあります。

■TVモニターの液晶画面を保護するために
本機を使用していないときは、TVモニターに直射日光が当たらないようにしてください。高温のた
めに液晶画面が故障する恐れがあります。
「TVモニターの正しい使いかた」（39P）を参照してください。
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シ
ス
テ
ム
に
よ
る
操
作
の
違
い
に
つ
い
て

本機をHDDナビゲーションサーバーと
組み合わせて使う場合と単体で使う場
合とでは、操作の方法が一部異なりま
す。本書では、文頭に以下のマークを
配置して、それぞれの操作を併記して
います。

本機を下記のHDDナビゲーションサーバー
と組み合わせて使う場合は、このマークのつ
いた説明文をお読みください。
• AVIC-H9
• AVIC-H99
• AVIC-H09
• AVIC-H07

本機を単体で使う場合は、このマークのつい
た説明文をお読みください。

本書では、HDDナビゲーションサーバー
AVIC-H9を組み合わせた場合を例に説明し
ます。上記のHDDナビゲーションサーバー
を組み合わせていない場合、一部の操作につ
いては の説明をお読みください。

■HDDナビゲーションサーバーを
組み合わせたお客さまへ
本機のいくつかの機能は、ナビゲーションに
付属のリモコンでも操作することができま
す。ナビゲーションのリモコンで本機を操作
する場合は、必ずリモコン設定スイッチの位
置をご確認ください。設定を間違えると正し
く動作しません。
ナビゲーションの取扱説明書『スタートブッ
ク』を参照してください。

■本機を単体で使うお客さまへ
本書では、HDDナビゲーションサーバーと組
み合わせた場合の画面を使用して説明します。
本機を単体でご使用の場合は、次のような画
面が表示されます。

メニューについては、「メニュー索引」
（48P）を参照してください。

TV

TV

NAVI

システムによる操作の違いについて
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各
部
の
名
称
と
お
も
な
働
き 1 BACK LIGHT/POWERボタン

（→12ページ）
TVモニターの電源をON/OFFしたり、
バックライトをON/OFFします。

2 SOURCEボタン（→13ページ）
ソース（音源・映像）を切り替えたり、
ソースをOFFにします。

3 NAVI/AVボタン（→13ページ）

ナビゲーション画面とソース画面を切り
替えるときに使用します。

使用しません。

4 BAND/ESCAPEボタン
（→15ページ）
バンドを切り替えたり、「オーディオメ
ニュー」画面や「画質調整メニュー」メ
ニューが表示されているときに押すと、
メニューは閉じます。

5 WIDE/V.ADJUSTボタン
（→26ページ）
TVモニターのワイドモードを切り替えた
り、「画質調整メニュー」を表示します。

6 VOLUMEボタン（→33ページ）
内蔵スピーカーの音量を調整します。

［VOL（＋側）］音量を大きくするとき

［VOL（－側）］音量を小さくするとき

7 TVランプ
本機の電源が入っているときに点灯し
ます。

8 外光センサー（→26ページ）
周囲の明るさを感知します。

9 リモコン受光部
リモコンからの信号を受信します。

0 AUDIOコントローラー/ENTERボ
タン（→14ページ）
「オーディオメニュー」の操作や選曲、選
局などに使用します。

- 内蔵スピーカー

TV

NAVI

各部の名称とおもな働き

■TVモニター

-

1 2 345 6 7 8 9 0
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各
部
の
名
称
と
お
も
な
働
き

■リモコン

1 リモコン送信部
ここからリモコンの信号が送られます。

2 VOLUMEボタン（→33ページ）
内蔵スピーカーの音量を調整します。

［＋側］音量を大きくするとき

［－側］音量を小さくするとき

3 AUDIO MENUボタン
（→14ページ）
「オーディオメニュー」を表示したり、項
目を決定するときに使用します。

4 BACKボタン（→14ページ）
「オーディオメニュー」画面で、前の画面
に戻るときに使用します。

5 NAVI/AVボタン（→13ページ）

ナビゲーション画面とソース画面を切り
替えるときに使用します。

使用しません。

6 SP.SELボタン（→33ページ）
内蔵スピーカーから出力されるソースの
音声をON/OFFします。

7 WIDEボタン（→30ページ）
ワイドモードを切り替えます。

8 5ボタン/∞ボタン/2ボタン/
3ボタン（→14ページ）
TVチャンネルの選局や、項目の選択に使
用します。

9 BAND/ESCAPEボタン
（→15ページ）
バンドを切り替えたり、「オーディオメ
ニュー」画面や「画質調整メニュー」が
表示されているときに押すと、メニュー
は閉じます。

0 SOURCEボタン（→13ページ）
ソース（音源・映像）を切り替えたり、
ソースをOFFにします。

TV

NAVI

5

3

6

1

2

7

8

4
9

0
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各
部
の
名
称
と
お
も
な
働
き

■操作ボタン対応表
本書では、ナビゲーション本体に付属するリモコンと、本機のモニターおよび付属のリモコン
に共通するボタンを、以下のように表記します。

※1 リモコンのWIDEボタンでは、「画面調整メニュー」は表示されません。
※2 AVIC-H09/H07はV.CHANGEボタンです。
※3 WIDE/V.ADJUSTボタンで、1つ前のメニュー画面に戻ることができます。

リモコンのボタン

VOLUMEボタン

WIDEボタン※1

NAVI/AVボタン

SOURCEボタン

5ボタン

∞ボタン

2ボタン

3ボタン

AUDIO MENUボタン

BACKボタン

BAND/ESCAPEボタン

SP.SELボタン

ナビゲーション本体に付属
のリモコンNAVI

VOLUMEツマミ

－

NAVI/AVボタン

SOURCEボタン

5ボタン

∞ボタン

2ボタン

3ボタン

AUDIO MENUボタン

BACKボタン

BAND/ESCAPEボタン

VOLUMEツマミ

本書での表記

［VOLUME］

［WIDE］

［NAVI/AV］※2

［SOURCE］

［5］

［∞］

［2］

［3］

［AUDIO MENU］

［BACK］

［BAND/ESC］

［SP］

モニターのボタン

VOLUMEボタン

WIDE/V.ADJUSTボタン

NAVI/AVボタン

SOURCEボタン

AUDIOコントローラー
/ENTERボタンを上に倒す

AUDIOコントローラー
/ENTERボタンを下に倒す

AUDIOコントローラー
/ENTERボタンを左に倒す

AUDIOコントローラー
/ENTERボタンを右に倒す

AUDIOコントローラー
/ENTERボタンを押す

※3

BAND/ESCAPEボタン

－
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リ
モ
コ
ン
の
電
池
の
入
れ
か
た

リモコンを裏返して電池ホルダーを取
り出し、リチウム電池（CR2025）
を、＋側を上にしてセットします。

メモ
リモコンからの信号が受け付けられる範囲が
狭くなってきたときは、新しい電池と交換し
てください。

電池の取り扱いに関するご注意
• 付属の電池は充電できません。
• リモコンを長時間使わないときは、電池
を取り出してください。また、取り出し
た電池は、幼児の手の届かないところに
保管してください。

• 電池の液漏れが起きたときは、内部に付
着した液をよく拭き取ってから、新しい
電池と入れ替えてください。

• 不要になった電池を破棄する場合は、各
自治体の指示（条例）にしたがって処理
してください。

リモコンの取り扱いに関するご注意
• リモコンを直射日光の当たるところに長
時間放置すると、高温により変形、変色
したり、故障する恐れがあります。使用
しないときは、直射日光の当たらないと
ころに保管してください。

• TVモニターのリモコン受光部に直射日光
が当たっていると、リモコンの操作がで
きないことがあります。このようなとき
は、受光部にリモコンを近づけて操作し
てください。

リモコンの電池の入れかた

ご注意

ご注意
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電
源
の
入
れ
か
た
、
切
り
か
た

車のエンジンをかける

本機に電源が入り、ソース画面が表
示されます。

• ナビゲーション画面に切り替える
には、［NAVI/AV］を押してくだ
さい。→「ソースの映像を見る」
（次ページ）

• 取り付け後の初めての起動では、
ナビゲーションの画面が表示され
るまでに数秒かかったり、途中で
いったん画面が消えますが、故障
ではありません。

TVモニターの［BACKLIGHT/
POWER］をしばらく押し続ける
本機の電源が切れます。

本機の電源が切れると、ナビゲーショ
ンの音声案内は出力されません。

メモ
車のエンジンがかかっている状態で
TVモニターの電源をONにするに
は、［BACKLIGHT/POWER］を押
してください。

NAVI

NAVI

電源の入れかた、切りかた

1

2
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ソ
ー
ス
の
映
像
を
見
る
／
ソ
ー
ス
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
す
る

ソースを切り替えると、各ソースの状
態が表示されます。この画面で、現在
受信中のチャンネルなどを確認するこ
とができます。

［SOURCE］を押して、ソース
を切り替える
［SOURCE］を押すごとに、以下の
ように切り替わります。

※1 • DVDはAVIC-H9/H99/H09
と組み合わせた場合です。

• DVD/CD/MP3のディスクが
挿入されていない場合は、
「ディスクが入っていませ
ん。」と表示されます。

• MP3ディスクは、AVIC-H9/
H99、またはAV IC -H09/
H07を「HDDナビゲーション
マップVol.2」以降にバージョ
ン ア ッ プ し た ナ ビ ゲ ー
ションと組み合わせた場合です。

※2 VTR1、VTR2に切り替えるに
は、ビデオを見られるように設
定する必要があります。
→「ビデオを見られるように設
定する」（23P）

メモ
ナビゲーション画面のときは、
［SOURCE］を押すと音声だけが切
り替わります。選んだソースの映像
を見るには、［NAVI/AV］を押して
ソース画面に切り替えてください。
→「ソースの映像を見る」（次項）

ソースの映像を見る（ ）
ナビゲーション画面のときにソース
画面（テレビ、ビデオ、DVD、CD、
MP3ディスク、ミュージックサー
バー）を表示させるには、以下のよ
うにします。

［NAVI/AV］を押す
［NAVI/AV］を押すごとに、ナビ
ゲーション画面とソース画面が切り
替わります。

メモ
ソース画面は、［SOURCE］を押し
て選ばれているソースの映像です。

ソースをOFFにする

［SOURCE］をしばらく押し続
ける
ソースがOFFになります。
もう一度［SOURCE］を押すと、
OFFにする前のソース画面に戻り
ます。

ソースをOFFにしても、ナビゲー
ションの音声案内は流れます。

［SP］を押すと、ソースの音声のみ
がON/OFFします。

TV

NAVI

NAVI

TV
※2

VTR1
※2

VTR2

TV

※2
VTR2

※2
VTR1 TV

ミュージックサーバー�
※1

DVD/CD/MP3ディスク�

NAVI

ソースを切り替える

1

1

1
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メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
さ
せ
る

ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す
HDDナビゲーションサーバーと組み
合わせて使用している場合（ ）
か、単体で使用している場合
（ ）かに応じて、以下のメニュー
が表示されます。

オーディオメニュー MENU
（ ） （ ）

TVメニュー※1 FUNCTION
メニュー※1

SET UP
メニュー※2

－

－

※1 チャンネルを記憶させるなどの
設定をします。→「テレビ受信
に関する設定」（19P）

※2 VTR入力のON/OFFなどを設
定します。→「ビデオを見られ
るように設定する」（23P）

※3 ナビゲーション本体の取扱説明
書『オーディオブック』を参照
してください。

［5］［∞］を押してメニュー項
目を選び、［AUDIO MENU］
を押す
選んだ項目が実行されます。
例：TVメニュー

直前の画面に戻るには

「メニューを閉じる」または「戻る」を選ん
で［AUDIO MENU］を押すか、［BACK］
を押します。

「RETURN」を選んで［AUDIO MENU］
を押すか、［BACK］を押します。

メニューを閉じるには
［BAND/ESC］を押します。
操作が続けて行われない場合は、約30秒後
に自動的に閉じます。

TV

NAVI

TV

NAVI

TVNAVI

TV

NAVI

メニューを表示させる

1

システム設定
メニュー※2

DVD/CD/MP3
メニュー※3

ミュージック
サーバーメニュー※3

2



テレビの見かた
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テ
レ
ビ
の
見
か
た

テレビを見るには、以下のようにします。

［SOURCE］を押して、「TV」
に切り替える

ナビゲーション画面で「TV」にした
ときは、音声のみ切り替わります。

手順3に進んでください。

［NAVI/AV］を押す
テレビの映像に切り替わります。

メモ
［NAVI/AV］を押すごとに、ナビ
ゲーション画面とテレビ画面が切り
替わります。

［BAND/ESC］を押して、バン
ドを選ぶ
バンド

メモ
［BAND/ESC］を押すごとに、
「TV1」と「TV2」が交互に切り替
わります。（それぞれ12のチャンネ
ルが用意されています。）

［2］［3］を押して、チャンネ
ルを選局する
放送局名 現在選局中のチャンネル

ステレオ表示

［2］ 前のチャンネルを選ぶとき

［3］ 次のチャンネルを選ぶとき

手動選局するには、［2］［3］を短めに
押してください。1チャンネルずつ変化
します。
自動選局するには、［2］［3］をしばら
く押し続けて、ボタンから手を離して
ください。自動選局が始まります。
（「SEEK」と表示されます。）

メモ
• 受信できるチャンネルは、1ch～
62chです。

• ステレオ放送を受信すると「STEREO」
が表示され、音声多重放送を受信する
と「BILINGUAL」が表示されます。

• 電波の弱い地域では、テレビの映像
が乱れることがあります。

• トンネル内や山かげ、ビルの谷間な
ど、電波がさえぎられやすい場所で
は、テレビの映りが悪くなることが
あります。

• 走行中にテレビの映像を見ることや
一部の「オーディオメニュー」を開
くことはできません。ただし、チャ
ンネルの選局、および音声を聞くこ
とはできます。

•「TV1」、「TV2」にそれぞれ12局
（合計24局）までチャンネルを記憶
させることができます。
→「受信状態の良いチャンネルを自
動的に記憶させる」（19P）、「手動
でチャンネルを記憶させる」（20P）

TV

NAVI

テレビの見かた

1

2

4

3



記憶されたチャンネルの呼び出しかた
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プ
リ
セ
ッ
ト
の
種
類
を
選
ぶ

あらかじめ記憶されているチャンネル
を呼び出すことができます（プリセッ
トチューニング）。
プリセットチューニングには、次の2つ
の方法があります。
• TVプリセットから呼び出す
• エリアプリセットから呼び出す

メモ
本機には「TV1」と「TV2」の2つのバン
ドがあり、各バンドでTVプリセットとエリ
アプリセットを選ぶことができます。
便利な使いかた
ふだんお使いになっている地域のチャンネル
は「TV1」にTVプリセットで記憶させてお
きます。旅行などで受信チャンネルの異なる
地域に移動したときに、「TV2」にエリアプ
リセットで記憶させます。ふだんお使いにな
るチャンネルは「TV1」に残ったままです。

TVプリセットチャンネル
次のいずれかの方法で記憶させたチャンネル
のことです。
• BSSM →「受信状態の良いチャンネルを
自動的に記憶させる」（19P）

• マニュアルプリセット →「手動でチャン
ネルを記憶させる」（20P）

エリアプリセットチャンネル
ナビゲーション本体があらかじめ記憶してい
る、エリア別のチャンネルのことです。自車
位置に応じたリストが自動的に選ばれます。
旅行などで受信チャンネルの異なる地域に移
動したときに使うと便利です。

メモ
エリアプリセットの収録放送局は、2002
年12月時点での情報に基づいて収録されて
います。
TV放送局の周波数（チャンネル）変更が行
われた場合には、受信できない場合や受信し
た放送局が表示と異なる場合があります。

プリセットの種類を選ぶ（ ）
プリセットの種類の選びかたを、
「TV+NAVI」のマルチ画面を例に説
明します。
マルチ画面については、「ディスプレ
イ設定を変更する」（25P）を参照
してください。

［BAND/ESC］を押して、プリ
セットの種類を変更するバンド
を選ぶ

［AUDIO MENU］－「TV」－
［AUDIO MENU］を押す
「TV」メニューが表示されます。

「チャンネルリスト」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

［5］［∞］を押してプリセット
の種類を選び、［BAND/ESC］
を押す

プリセット種類
バンド

NAVI

NAVI

記憶されたチャンネルの呼び出しかた

1

2

3

4



記憶されたチャンネルの呼び出しかた
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プ
リ
セ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
順
に
呼
び
出
す
／
チ
ャ
ン
ネ
ル
リ
ス
ト
か
ら
呼
び
出
す

メモ
•「マルチ設定」の設定（→25P）
によって、表示や操作のしかたが
次のように異なります。

マルチ設定 プリセット種類 手順4で使用

TV エリア するボタン

「TV+NAVI」 TV-1、 AREA ［5］、［∞］

「TV」 TV-2

「OFF」 TV1、 TV1-AREA、［2］、［3］
TV2 TV2-AREA

•「マルチ設定」が 「TV+NAVI」、
「TV」に設定されているとき、プ
リセットの種類を変更すると、マ
ルチ画面が更新されます。

• エリアプリセットは、BSSM/マ
ニュアルプリセットでチャンネル
を記憶させると解除されます。

プリセットチャンネルを順
に呼び出す
TVプリセットまたはエリアプリセッ
トから1局ずつ順番に呼び出すこと
によって、チャンネルを選択します。

［BAND/ESC］を押して、バン
ドを選ぶ

［5］［∞］を押して、チャンネ
ルを呼び出す

［5］ 次のプリセットチャンネル
を呼び出すとき

［∞］ 前のプリセットチャンネル
を呼び出すとき

チャンネルリストから呼び
出す（ ）
TVプリセットまたはエリアプリセッ
トのチャンネルリストから任意の局
を呼び出すことによって、チャンネ
ルを選択します。「マルチ設定」の設
定（→25P）に応じて、以下の説明
をお読みください。

•「TV＋NAVI」または「TV」のとき
→「マルチ画面の場合」（次項）

•「OFF」のとき→「リスト画面の場合」
（次ページ）

■マルチ画面の場合
「TV+NAVI」のマルチ画面を例に説明し
ます。
マルチ画面については、「ディスプレイ設定
を変更する」（25P）を参照してください。

メモ
マルチ画面表示中は、自動で元の画面には戻
りません。

プリセットの種類を選ぶ
→前ページ

プリセット種類
バンド

NAVI

プリセット
チャンネル
（エリアプリセッ
トでは表示され
ません）

エリアプリセット
の場合は「AREA-
PRESET」

1

2 1

つづく➔



記憶されたチャンネルの呼び出しかた
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チ
ャ
ン
ネ
ル
リ
ス
ト
か
ら
呼
び
出
す

［2］［3］を押して、見たいチ
ャンネルを選ぶ
緑色の枠がマルチ画面を移動し、ど
のチャンネルが選ばれているかを確
認できます。

［AUDIO MENU］を押す
選択が確定し、枠の色が青に変わり
ます。

メモ
• 枠の色が青でも、［2］［3］を押
してチャンネルを選択できます。

• チャンネルを呼び出しても、環境
や電波状況によっては受信できな
いことがあります。

ナビゲーションのリモコンの
［DISP］を押す
「TV」メニューから抜けます。

メモ
［BAND/ESC］を押して、「TV」メ
ニューから抜けることもできます。

■リスト画面の場合

プリセットの種類を選ぶ →16P
プリセット種類

［5］［∞］を押して、見たい
チャンネルを選ぶ

［AUDIO MENU］を押す
選択が確定します。

メモ
チャンネルを呼び出しても、環境や
電波状況によっては受信できないこ
とがあります。

［BAND/ESC］を押して、「TV」
メニューを閉じる

2

3

4

1

2

3

4



テレビ受信に関する設定
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「
Ｔ
Ｖ
」
メ
ニ
ュ
ー
を
開
く
／
受
信
状
態
の
良
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
自
動
的
に
記
憶
さ
せ
る

「TV」（「FUNCTION」）メニューでテ
レビ受信に関する設定（BSSM、
マニュアルプリセット、音声多重設定）
をします。

本機を単体でお使いの場合は、以降の説明で
（ ）内に示される項目を選択してください。

「TV」（「FUNCTION」）
メニューを開く

テレビの画面または音声のとき
に［AUDIO MENU］を押す
「オーディオメニュー」が表示され
ます。

［5］［∞］（「FUNCTION」）を
押して、「TV」（「FUNCTION」）
にカーソルを合わせる

［AUDIO MENU］を押す
「TV」（「FUNCTION」）メニューが
表示されます。

メモ
操作が続けて行われない場合は、約
30秒後に元の画面に戻ります。

ナビゲーションの音声案内中は、
「オーディオメニュー」は表示でき
ません。

受信状態の良いチャンネル
を自動的に記憶させる
バンド（「TV1」、「TV2」）ごとにそ
れぞれ12局（合計24局）まで、受
信状態の良いチャンネルを自動的に
記憶させることができます（BSSM）。

メモ
BSSMとは、Best Stations Sequential
Memory（ベストステーションズシーケン
シャルメモリー）の略です。

［BAND/ESC］を押して、チャ
ンネルを記憶させるバンドを選ぶ

［AUDIO MENU］－「TV」
（「FUNCTION」）－［AUDIO
MENU］を押す
「TV」（「FUNCTION」）メニューが
表示されます。

「BSSM」を選んで［AUDIO
MENU］を押す

BSSM実行画面が表示されます。

NAVI

TV

テレビ受信に関する設定

1

2

3

1

2

3

つづく➔
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手
動
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
記
憶
さ
せ
る

［5］を押す
BSSMが始まり、「BSSM実行中」
と表示されます。

BSSMを中断するには、［∞］を押
します。

▼
終了すると、チャンネルリストが表
示されます。

メモ
• 受信状態の良いチャンネルが12局
より少ない場合は、前回記憶させた
チャンネルが残ることがあります。

•「マルチ設定」の設定（→25P）
によって、BSSM終了後に表示さ
れる画面が異なります。

• 組み合わせたナビゲーションに
よっては、BSSM中は「BSSM」
が点滅します。

［BAND/ESC］を押して、「TV」
（「FUNCTION」）メニューを閉
じる
チャンネルの呼び出しかたについて
は、「記憶されたチャンネルの呼び
出しかた」（16P）を参照してくだ
さい。

手動でチャンネルを記憶さ
せる
バンド（「TV1」、「TV2」）ごとにそ
れぞれ12局（合計24局）まで、手
動でチャンネルを記憶させることが
できます（マニュアルプリセット）。

「マルチ設定」の設定（→25P）に応じて、
以下の説明をお読みください。
•「TV＋NAVI」または「TV」のとき
→「マルチ画面の場合」（次項）

•「OFF」のとき→「リスト画面の場合」
（次ページ）

■マルチ画面の場合（ ）
「TV+NAVI」のマルチ画面を例に説明し
ます。
マルチ画面については、「ディスプレイ設定
を変更する」（25P）を参照してください。

メモ
マルチ画面表示中は、自動で元の画面には戻
りません。

［BAND/ESC］を押して、チャ
ンネルを記憶させるバンドを選ぶ

［AUDIO MENU］－「TV」－
［AUDIO MENU］を押す
「TV」メニューが表示されます。

「マニュアルプリセット」を選ん
で［AUDIO MENU］を押す

メモ
エリアプリセットの場合はメッセー
ジが表示され、TVプリセットに切り
替わります。

NAVI

NAVI

5 1

4

2

3
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手
動
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
記
憶
さ
せ
る

［2］［3］を押して、記憶させ
たいプリセットチャンネルを
選ぶ

緑色の枠がマルチ画面を移動し、ど
のプリセットチャンネルが選ばれて
いるかを確認できます。
「TV」の場合

上段 P1、P2、P3、P4

中段 P5、P6、P7、P8

下段 P9、P10、P11、P12

「TV＋NAVI」の場合

上段 P1、P2、P3、P4

中上段 P5、P6

中下段 P7、P8

下段 P9、P10、P11、P12

［▲］［▼］を押して、選局する

［5］ 次のチャンネルを選ぶとき

［∞］ 前のチャンネルを選ぶとき

メモ
［5］［∞］をしばらく押し続けると、受
信できる放送局を自動的に探し
ます。

［AUDIO MENU］を押す
チャンネルが記憶され、枠の色が赤
に変わります。

メモ
プリセットの操作を続けるときは、
手順4～6を繰り返してください。

［BAND/ESC］を押して、「TV」
メニューを閉じる
チャンネルの呼び出しかたについて
は、「記憶されたチャンネルの呼び
出しかた」（16P）を参照してくだ
さい。

■リスト画面の場合

［BAND/ESC］を押して、チャ
ンネルを記憶させるバンドを
選ぶ

［AUDIO MENU］－「TV」
（「FUNCTION」）－［AUDIO
MENU］を押す
「TV」メニューが表示されます。

「マニュアルプリセット」
（「MANUAL PRESET」）を選
んで［AUDIO MENU］を押す

［5］［∞］を押して、記憶させた
いプリセットチャンネルを選ぶ

［2］［3］を押して、選局する

［3］ 次のチャンネルを選ぶとき

［2］ 前のチャンネルを選ぶとき

メモ
［2］［3］をしばらく押し続けると、受
信できる放送局を自動的に探し
ます。

4
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6
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音
声
多
重
放
送
の
副
音
声
を
聞
く

［AUDIO MENU］を押す
チャンネルが記憶されます。

メモ
プリセットの操作を続けるときは、
手順4～6を繰り返してください。

エリアプリセットの場合はメッセー
ジが表示され、TVプリセットに切り
替わります。

［BAND/ESC］を押して、「TV」
（「FUNCTION」）メニューを閉
じる
チャンネルの呼び出しかたについて
は、「記憶されたチャンネルの呼び
出しかた」（16P）を参照してくだ
さい。

音声多重放送の副音声を聞く
音声多重放送（2か国語放送など）
を受信しているときは、主音声と副
音声を切り替えることができます。

メモ
音声多重放送には、番組の内容によって次の
ような種類があります。

主音声 副音声

日本語 外国語

外国語 日本語

日本語 日本語による解説

［AUDIO MENU］－「TV」
（「FUNCTION」）－［AUDIO
MENU］を押す
「TV」メニューが表示されます。

「音声多重設定」（「MPX」）を選
んで［AUDIO MENU］を押す

音声の切り替え画面が表示されます。

［2］［3］を押して、聞きたい
音声を選ぶ

［2］［3］を押すごとに、以下のよ
うに切り替わります。

「MAIN」 主音声

「SUB」 副音声

「MAIN＋SUB」 主音声＋副音声

［BAND/ESC］を押して、「TV」
（「FUNCTION」）メニューを閉
じる

「MAIN」�「SUB」�

「MAIN + SUB」�

NAVI

7

2

3

4

6 1



ビデオを見る
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ビ
デ
オ
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
設
定
す
る

VTR1、VTR2に接続したポータブル
ビデオなどを見ることができます。

ビデオを見られるように設
定する
接続したポータブルビデオなどを見
られるように設定します。

メモ
初期設定では、「VTR1」、「VTR2」ともに
OFFに設定されています。

本機を単体でお使いの場合は、以降の説明で
（ ）内に示される項目を選択してください。

ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す
「オーディオメニュー」（「MENU」）
が表示されます。

「システム設定」（「SET UP」）
を選んで［AUDIO MENU］を
押す

「AV入力設定」（「INPUT
SETTING」）を選んで
［AUDIO MENU］を押す

AV入力設定画面が表示されます。

［5］［∞］を押して、設定する
項目にカーソルを合わせる

［3］を押して、VTRを「ON」
にする

「OFF」にするには［2］を押します。

「ON」ビデオの映像や音声に切り
替わる

「OFF」ビデオの映像や音声に切り
替わらない

［BAND/ESC］を押して、
「オーディオメニュー」
（「MENU」）を閉じる

AVIC-H9/H99またはAVIC-H09/
H07を「HDDナビゲーションマップ
Vol.2」以降にバージョンアップし
たナビゲーションと組み合わせてい
る場合、VTR1で「Back Camera」
を選ぶことができます。「Back
Camera」は、VTR1にバックカメ
ラを接続したときに選択します。
→「バックカメラを組み合わせる」
（37P）

NAVI

TV

ビデオを見る
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ビ
デ
オ
の
見
か
た

ビデオの見かた
ビデオ映像を見るには、次のように
します。

［SOURCE］を押して、「VTR1」
または「VTR2」に切り替える

メモ
「AV入力設定」（「INPUT SETTING」）
でVTR1、VTR2が「OFF」になっ
ているときは、VTR1、VTR2に切り
替わりません。

•「 A V入力設定」を「 B a c k
Camera」に設定していると、
VTR1には切り替わりません。

• ナビゲーション画面のときに、ソー
スを「VTR1」または「VTR2」
にすると、音声のみ切り替わり
ます。

• ナビゲーション画面からビデオに
切り替えるには、［NAVI/AV］を
押します。

NAVI

1
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ディスプレイ設定を変更
する（ ）
マルチ画面やピクチャーサイドピク
チャーなどで、画面の分割表示に関
する設定を変更することができます。
AVIC-H9/H99またはAVIC-H09/
H07を「HDDナビゲーションマッ
プVol.2」以降にバージョンアップ
したナビゲーション本体と組み合わ
せている場合のみ可能です。

各ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す
「オーディオメニュー」が表示され
ます。

「システム設定」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

「ディスプレイ設定」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

［5］［∞］を押して、変更する
項目にカーソルを合わせる

PinPの現在の設定内容で子
画面（灰色）が表示されます。

［2］［3］を押して、設定を変
更する

「マルチ設定」

チャンネルリストの表示方法を設
定します。

「TV+NAVI」 中央にナビゲーショ
ン画面、周囲にテレ
ビのマルチ画面が表
示されます。

「TV」 テレビのマルチ画面
が表示されます。

「OFF」 マルチ画面は表示さ
れず、リストで表示
されます。

NAVI

TVモニターの設定

1

2

3

4

5

つづく➔

設
定
値



TVモニターの設定

26

画
質
を
調
整
す
る

「PsideP設定」

画面を左右2分割して、ナビゲー
ション画面とソース画面を同時に
表示できるように設定します。

「ON」 ピクチャーサイドピク
チャー表示をします。

「OFF」 ピクチャーサイドピ
クチャー表示をしま
せん。

「PinP設定」

ナビゲーション画面の中に子画面
を表示できるように設定します。
（ナビゲーション画面は子画面にで
きません。）

「ON」 ピクチャーインピク
チャー表示をします。

「OFF」 ピクチャーインピクチ
ャー表示をしません。

「PinPサイズ設定」

［PinP設定］が「ON」のとき、映
像（DVD、ビデオ、テレビ）の子
画面の大きさを設定します。音声
のみのソース（CD、ミュージック
サーバーなど）は「1/16」に固
定です。

「1/4」 1/4の大きさで表示
します。

「1/9」 1/9の大きさで表示
します。

「1/16」 1/16の大きさで表
示します。

「PinPポジション設定」

［PinP設定］が「ON」のとき、子
画面を表示する位置を設定します。

右上 右上に表示します。

右下 右下に表示します。

左下 左下に表示します。

左上 左上に表示します。

［BAND/ESC］を押して、
「オーディオメニュー」を閉じる

画質を調整する
■黒の濃さやコントラストを調整する
映像の黒の濃さ、明暗（コントラスト）を調
整します。

メモ
• 周囲が明るいとき（昼間 黄）と暗いと
き（夜間 青）の調整値を個別に記憶さ
せることができます。

• 外光センサーで周囲の明るさを感知し、
明るいときと暗いときの設定を自動的に
切り替えます。

• テレビ、ビデオなどの映像ごとに、調整
値を記憶させることができます。

• ナビゲーションやDVDの映像ごとに、調
整値を記憶させることができます。

• バックカメラはVTR1の設定として記憶
されます。

• ピクチャーサイドピクチャーとピクチャー
インピクチャーの画質は、ナビゲーション
画面の設定が反映されます。

• マルチ画面はテレビの設定が反映されます。

調整したい映像の表示画面で、
TVモニターの［WIDE]をしば
らく押し続ける
「画質調整メニュー」が表示されます。
メニュー操作が続けて行われない場
合は、約30秒後に元の画面に戻り
ます。

「黒の濃さ」または「コントラス
ト」を選ぶ

［5］ 上の項目を選ぶとき

［∞］ 下の項目を選ぶとき

NAVI

設
定
値

設
定
値

設
定
値

（初期値）

（初期値）

（初期値）

1

2
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［2］［3］を押して、黒の濃さ
またはコントラストを調整する

TVモニター上部の外光センサーが、
周囲の明るさを感知し、現在の明るさ
を示すマークが画面に表示されます。
（青）：暗いとき（夜間）
（黄）：明るいとき（昼間）

ボタン 黒の濃さ コントラスト

［2］ 薄くなる 白黒の差が小
さくなる（暗
くなる）

［3］ 濃くなる 白黒の差が大
きくなる（明
るくなる）

メモ
－24～＋24の範囲で設定が可能
です。

［BAND/ESC］を押して、「画
質調整メニュー」を閉じる

■色の濃さや色あいを調整する
映像の色の濃さ、色あいを調整します。

メモ
テレビ、ビデオなどの映像ごとに、調整値を
記憶させることができます。

• DVDの映像について、調整値を記憶させ
ることができます。

• バックカメラはVTR1の設定として記憶
されます。

• ナビゲーションの映像は調整できません。

調整したい映像の表示画面で、
TVモニターの［WIDE］をしば
らく押し続ける
「画質調整メニュー」が表示されます。
メニュー操作が続けて行われない場
合は、約30秒後に元の画面に戻り
ます。

「色の濃さ」または「色あい」を
選ぶ

［5］ 上の項目を選ぶとき

［∞］ 下の項目を選ぶとき

［2］［3］を押して、色の濃さ
または色あいを調整する

ボタン 色の濃さ 色あい

［2］ 薄くなる 赤が強くなる

［3］ 濃くなる 緑が強くなる

メモ
－24～＋24の範囲で設定が可能
です。

［BAND/ESC］を押して、「画
質調整メニュー」を閉じる

NAVI
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■液晶画面の明るさを調整する
夜間、周囲が暗くなってくると、画面が明る
すぎて表示されている映像が見づらくなるこ
とがあります。本機は、周囲の明るさに合わ
せて、液晶画面の明るさを自動的に調整しま
す（3点式インテリジェントディマー）。そ
の自動的に調整される明るさを設定しておく
ことができます。

調整したい映像の表示画面で、
TVモニターの［WIDE］をしば
らく押し続ける
「画質調整メニュー」が表示されます。
メニュー操作が続けて行われない場
合は、約30秒後に元の画面に戻ます。

［∞］を押して「明るさ」を選ぶ

TVモニター上部の外光センサーで周
囲の明るさを感知して、現在の周囲
の明るさ（外光レベル）をマークの
色、形、および位置で表示します。

(黄)：明るいとき (昼間)

(赤)：中間の明るさのとき (夕方)

(青)：暗いとき (夜間)

メモ
• 明るさを調整するときに基準とな
る外光レベルは、手順3で示す
マークとその位置で表示されます。

• 黒の濃さやコントラストを調整す
るときのマークと異なる場合があ
ります。

［2］［3］を押して、明るさを
調整する

［2］ 画面を暗くするとき

［3］ 画面を明るくするとき

レベルは調整している画面の明
るさを表します。右に伸びるほ
ど、明るくなります。

この画面では、暗いとき（ ）の
画面の明るさを調整しています。

メモ
次の外光レベルごとに調整でき、そ
れぞれの設定値を記憶させることが
できます。

• 暗い（ 青）

• 中間（ 赤）

• 明るい（ 黄）

［BAND/ESC］を押して、「画
質調整メニュー」を閉じる
メモ

• 設定は、「画質調整メニュー」を閉
じるときに記憶されます。「画質調
整」メニューを閉じる前に本機の
電源をOFF（エンジンをOFF）に
すると、設定の変更は無効になり
ます。

•「画質調整メニュー」を閉じた後、
リセットボタンが押されたり、
バッテリーが外されても、明るさ
の調整内容は記憶されています。

• 映像ごとに調整値を記憶させるこ
とはできません。

1

2

3
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画面の表示モードを切り替
える
■2画面表示させる（ ）
本機の画面の表示のしかたには、次の3種類
があります。

1画面 通常の画面表示

画面を2分割して、ナビ
ゲーション画面とソース
画面を同時に表示する

ナビゲーション画面の中
にソース画面を小さく表
示する（子画面）

画面の表示モードを切り替えるには、次のよ
うにします。

ナビゲーションのリモコンの
［DDM］を押す
［DDM］を押すごとに、以下のよう
に画面表示が切り替わります。

1画面

▼
ピクチャーサイドピクチャー

▼
ピクチャーインピクチャー

メモ
• AVIC-H9/H99またはAVIC-H09/H07
を「HDDナビゲーションマップVol.2」
以降にバージョンアップしたナビゲー
ションと組み合わせた場合は、「PsideP」
（ピクチャーサイドピクチャー）、「PinP」
（ピクチャーインピクチャー）の設定を
「ON」にしてください。→「ディスプレ
イ設定を変更する」（25P）

• AVIC-H09/H07を「HDDナビゲーショ
ンマップVol.2」以降にバージョンアップ
していない場合は、ピクチャーインピク
チャーは表示できません。

• 2画面とも同じ画面にすることはできま
せん。

• ソース画面どうし（テレビとDVD、DVD
とビデオなど）の2画面表示はできません。

• ナビゲーション画面のとき［DDM］を押
すと、現在選ばれているソースとの2画面
表示になります。

• ピクチャーインピクチャーで表示される
子画面は、ワイドモードの設定にかかわ
らず、「ノーマル」（テレビアスペクトが
4：3）で表示されます。

• ピクチャーインピクチャーの子画面の位
置と大きさは変更できます。→「ディス
プレイ設定を変更する」（25P）

• ナビゲーションの操作をしやすくするた
め、一時的にナビゲーション画面だけに
なる(1画面になる)ことがあります。

• ピクチャーサイドピクチャーまたはピク
チ ャ ー イ ン ピ ク チ ャ ー 表 示 中 に
［NAVI/AV］を押すと、ナビゲーション
画面になります。

• ピクチャーインピクチャーの親画面と子
画面の入れ替えはできません。

NAVI

ピクチャーサイド
ピクチャー

ピクチャーイン
ピクチャー

1
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■2画面表示の左右を入れ替える
（ ）
ピクチャーサイドピクチャー表示のとき左右
の画面を入れ替えるには、次のようにします。

［DDM］を長めに押す
［DDM］を押すごとに、左右の画面
が入れ替わります。

▲
▼

■ワイド画面の表示方法を切り替える
テレビ、ビデオ、DVDの映像については、
通常の画面表示の他に4種類のワイドモード
（→次ページ）が用意されており、表示方法
を切り替えることができます。

メモ
• 通常画面は縦横比4：3、ワイド画面は縦
横比16：9です。

• テレビ、ビデオ、DVDの映像ごとに、設
定を記憶させることができます。

• ナビゲーション画面やソースの壁紙の画
像は、ワイドモードによる表示の切り替
えはできません。

テレビ、ビデオ、DVDのいずれ
かの映像を表示させる

2画面表示にしているときは、1画
面で表示させてください。
→「2画面表示させる」（前ページ）

TVモニターの［WIDE］を押す

［WIDE］を押すごとに、ワイドモー
ドが以下のように切り替わります。

メモ
• 通常のテレビ放送の番組で、映像
の縦横比が異なるモード（「フル」、
「ジャスト」、「シネマ」）を選ぶと、
本来の映像とは異なって見えます。

•「シネマ」、「ズーム」では、画質
が粗くなります。

• 営利目的、または公衆に視聴させ
ることを目的として、本機のワイ
ドモード切り替え機能を利用する
と（フル、ズームなどで画面の圧
縮や引き伸ばしなどを行うと）、著
作権法上で保護されている著作者
の権利を侵害する恐れがあります
ので、ご注意ください。

2画面で表示しているときは、ワイ
ドモードの切り替えはできません。

NAVI

「ZOOM」�
(ズーム)

「CINEMA」�
(シネマ)

「FULL」�
(フル)

「JUST」�
(ジャスト)

「NORMAL」�
(ノーマル)

NAVI

NAVI
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ワイドモードの種類

フル
4：3の映像の左右だけを拡大します。映像が欠け
ることなくワイド画面が表示されます。

ジャスト
画面の両端に近づくほど、横に伸びる比率が高く
なります。画面の中央付近は通常の映像とほとん
ど同じ大きさで表示されるため、ワイド画面を違
和感なく楽しめます。

シネマ
フルとズームの中間の比率で、上下を拡大します。
字幕が映像の外の黒い部分に表示されるものに適
しています。

ズーム
4：3の映像を上下、左右とも同じ比率で拡大しま
す。映画など横長の映像のうち、字幕が映像の上
にかぶさって表示されるものに適しています。

ノーマル
4：3の映像がそのまま表示されます。通常のテレ
ビの映像と同じです。
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■画面を消す
音声は消さずに、画面だけを消すことができ
ます。（モニターのバックライトをOFFにし
ます。）

TVモニターの［BACKLIGHT/
POWER］を押す

▲
▼

画面が消えます。
画面を表示させるには、もう一度
［BACKLIGHT/POWER］を押し
ます。

メモ
画面が消えている状態で電源を入れ
直しても（エンジンをかけ直して
も）、画面は消えた状態のままです。

■ソースプレートを表示させる
（ ）
ソースプレートには、現在選択されている
ソース名および内容（テレビであればチャ
ンネル、ミュージックサーバーであればト
ラック番号または曲名など）が表示されま
す。ソースプレートを表示または消去する
には、以下のようにします。

ナビゲーションのリモコンの
［DISP］を押す
ソースプレートが表示、または消去
されます。

メモ
• DVDビデオ、CD、MP3ディスク、
ミ ュ ー ジ ッ ク サ ー バ ー で は
［BAND/ESC］を押してソースプ
レートを表示させることもでき
ます。

• ソースプレートの表示は約8秒後
に自動的に消えます。

NAVI

1

1
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音量に関する次の項目について、調整
または設定することができます。
• 音量
• 内蔵スピーカーの音声ON/OFF
• 消音レベルの設定
• FMトランスミッターのON/OFF
• FMトランスミッターのレベル設定

音量を調整する

各ソースの画面で、［VOLUME］
を押して音量を調整する
画面右上に音量レベルが0～30の範
囲で、4秒間表示されます。

［VOL（＋側）］ 音量を大きくする
とき

［VOL（－側）］ 音量を小さくする
とき

ナビゲーションのリモコンで操作する
場合は、リモコンの操作モードをテレ
ビ操作モードに切り替えてください。

内蔵スピーカーの音声を
ON/OFFする
車内の会話などが聞き取りにくい場
合などに、一時的に音声を消すこと
ができます。

［SP］を押す
［SP］を押すごとに、ソース音声が
ON/OFFします。

音声OFF中に音量を調整しないでく
ださい。音声をONにしたときに、
大音量が出力される恐れがあり危険
です。

メモ
出力されているソースの音声がOFF
になります。

• ナビゲーションのリモコンの操作
モードをナビゲーション操作モー
ドまたはテレビ操作モードに切り
替えてください。

• [SP]またはナビゲーション本体に
付 属 し て い る リ モ コ ン の
VOLUMEツマミを押しても、ナ
ビゲーションの音声案内は消えま
せん。

NAVI
NAVI

1

ご注意

1

音を調整する



音を調整する

34

消
音
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る

消音レベルを設定する
（ ）
音声案内、ハンズフリー音声、音声
操作の割り込みがあった場合に、一
時的にオーディオの音量を絞ったり、
消したりして音声を聞き取りやすく
することができます。

メモ
• 初期値は「ATT」です。
• ナビゲーションの音声案内中は、「オー
ディオメニュー」は表示できません。

各ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す
「オーディオメニュー」が表示され
ます。

「システム設定」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

「消音レベル設定」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

［2］［3］を押して、好みの設
定を選ぶ

［2］［3］を押すごとに、次のよう
に切り替わります。

「ATT」 音量が約1/10に
なる

「NORMAL」 音量は変わらない

「MUTE」 音声が聞こえなく
なる

メモ
• ここで設定した内蔵スピーカーの消
音レベルは、ナビゲーション本体の
オーディオミュートの内容で適用さ
れます。FMトランスミッターまた
は外部出力には適用されません。
ナビゲーション本体のオーディオ
ミュートについては、ナビゲー
ション本体の『ナビゲーション
ブック』を参照してください。

•「オーディオメニュー」の設定中
に音声案内の割り込みがあったと
きは、オーディオの音量は変わり
ません。

•「オーディオメニュー」の設定中に
ハンズフリー音声の割り込みがあっ
たときは、「オーディオメニュー」
を終了して、それぞれの操作画面に
切り替わります。

［BAND/ESC］を押して、
「オーディオメニュー」を閉じる

「NORMAL」�
「MUTE」�

「ATT」�

NAVI
4

5

1

2

3
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音
声
を
Ｆ
Ｍ
付
き
カ
ー
ス
テ
レ
オ
で
聞
く

音声をFM付きカーステレオ
で聞く
テレビ、ビデオ、DVD、CDなどの音
声をFM電波で送信し、FM付きカース
テレオで受信することによって、カー
ステレオのスピーカーで聞くことがで
きます。

メモ
初期値は、「OFF」です。

• ナビゲーションの音声案内を聞くことは
できません。

• ナビゲーションの音声案内中は、「オー
ディオメニュー」は表示できません。

本機を単体でお使いの場合は、以下の説明で
（ ）内に示される項目を選択してください。

ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す

「システム設定」（「SET UP」）
を選んで［AUDIO MENU］を
押す

「FMトランスミッター設定」
（「FM TRANSMITTER」）を選
んで［AUDIO MENU］を押す

「FMトランスミッター設定」（「FM
TRANSMITTER」）画面が表示され
ます。

［3］を押して「ON」にする

「OFF」にするには［2］を押します。

［∞］を押して、「周波数」
（「FREQUENCY」）にカーソル
を合わせる
メモ
FMトランスミッターが「OFF」の
ときは、「周波数」は選択できません。

［2］［3］を押して、出力周波
数を選ぶ

［2］ 周波数を下げるとき

［3］ 周波数を上げるとき

メモ
周波数は、76.4～78.4MHzの中か
ら、0.1MHzステップで選ぶことが
できます。

［BAND/ESC］を押して、
「オーディオメニュー」を閉じる

TV

NAVI

1

2

3

4

5

6

7

つづく➔
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Ｆ
Ｍ
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー
の
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る

カーステレオのソースをFMに切
り替えて、手順6で選んだ周波
数を受信する
本機の音声をカーステレオのスピー
カーから聞けるようになります。

メモ
• 送信用アンテナの配置場所や、受
信する側のラジオのアンテナによ
っては、ノイズが聞こえたり、受
信感度が低くなる場合があります。

• FM放送と混信する場合は、他の周
波数を選んでください。

• FMトランスミッターの実用到達距
離は、約２mです。（法律により電
波の強さが規制されています。）

• FMトランスミッターを使わないと
きは、必ず「OFF」にしてください。

FMトランスミッターのレ
ベルを設定する
カーステレオのスピーカーで本機の
音声を聞いて、FM放送と音量が違
うと感じたときは、FMトランス
ミッターのレベルを調整して、FM
放送の音量と合わせてください。

ナビゲーションの音声案内中は、「オーディ
オメニュー」は表示できません。

本機を単体でお使いの場合は、以下の説明で
（ ）内に示される項目を選択してください。

ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す

「システム設定」（「SET UP」）
を選んで［AUDIO MENU］を
押す

「FMトランスミッター設定」
（「FM TRANSMITTER」）を選
んで［AUDIO MENU］を押す
「FMトランスミッター設定」（「FM
TRANSMITTER」）画面が表示され
ます。

［∞］を押して、［レベル］
（「LEVEL」）を選ぶ
メモ
FMトランスミッターが「OFF」の
ときは、「レベル」は選択できません。

［2］［3］を押して、レベルを
調整する

［2］ レベルを下げるとき

［3］ レベルを上げるとき

メモ
• －6～＋6の範囲で調整できます。
• FM放送の音が大きく聞こえるとき
は、レベルを上げてください。

• 本機の音が大きく聞こえたり、歪
みを感じたときは、レベルを下げ
てください。

［BAND/ESC］を押して、
「オーディオメニュー」
（「MENU」）を閉じる

TV

NAVI
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バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
る

バックカメラを組み合わせる
（ ）
AVIC-H9/H99またはAVIC-H09/
H07を「HDDナビゲーションマッ
プVol.2」以降にバージョンアップ
したナビゲーションと組み合わせて
いる場合は、市販のバックカメラを
接続して、車の後方の映像を画面に
表示させることができます。シフト
レバーを「R」（リバース）の位置に
すると後方画面に切り替わります。
駐車場で後退するときなどに便利
です。

シフトレバーを「R」（リバース）の位置に
したときにバックカメラ以外の映像が表示さ
れると危険ですので、バックカメラを接続し
ていないときは、V T R 1を「 B a c k
Camera」に設定しないでください。

メモ
• バックカメラの映像は、本機のRCAビデ
オ入力（VTR1）に接続してください。
詳しくは『取付説明書』をご覧ください。

• バックカメラの接続のしかたは、バック
カメラの説明書をご覧ください。

• ナビゲーションの3Dハイブリッドセン
サーの初期学習が終了していないときは、
バックカメラには切り替わりません。

• ナビゲーションの起動中は、バックカメ
ラに切り替わらないことがあります。

• バックカメラを正常に動作させるため、
必ずバック信号を接続してください。
バック信号の接続は、お使いのナビゲー
ション本体の『取付説明書』をご覧くだ
さい。

• バックカメラの映像はワイドモードの設
定に関係なく、常に「フル」で表示され
ます。

• バックカメラの映像の画質調整値は、
「VTR1」として記憶されます。

ソースの画面で［AUDIO
MENU］を押す
「オーディオメニュー」が表示され
ます。

「システム設定」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

「AV入力設定」を選んで
［AUDIO MENU］を押す

［5］［∞］を押して、「VTR1」
にカーソルを合わせる

［2］［3］を押して、「Back
Camera」にする

［BAND/ESC］を押して、
「オーディオメニュー」を閉じる

NAVI

その他の機能

ご注意
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2
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リ
ア
モ
ニ
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る

■バックカメラの映像を解除する
バックカメラの映像をナビゲーションの画像
に切り替えるには、以下のようにします。

［NAVI/AV］を押す
ナビゲーションの画像に切り替わり
ます。

メモ
• バックカメラの映像を再度表示さ
せるには、シフトレバーをいった
ん「R」（リバース）以外の位置に
してから、「R」に入れ直してくだ
さい。

• ナビゲーション起動時は、解除で
きません。

リアモニターを組み合わせる
RCAリアモニター出力端子に、後部
座席用のモニターを接続すると、本
機の画面を後部座席でも楽しむこと
ができます。

接続のしかたは、『取付説明書』を参照して
ください。

リアモニターに表示される映像について
• リアモニターには、映像だけが表示されま
す。映像、音声、チャンネルなどの情報や、
設定メニューなどは表示されません。

• リアモニターには、パーキングブレーキ
のON/OFFに関係なく、映像が表示され
ます。したがって、走行中でもテレビや
ビデオ、DVDなどの映像を見ることがで
きます。

• リアモニターには、現在選択されている
ソ ー ス の 映 像 が 表 示 さ れ ま す 。
［NAVI/AV］を押しても、ナビゲーショ
ン画面は表示されません。

• AV IC -H07と組み合わせた場合は、
［NAVI/AV］を押すと、ソース画面とナ
ビゲーション画面が切り替わります。

• リアモニターの画面を2画面表示に切り替
えることはできません。

• DVDビデオを選択している場合のみ、
DVD画面専用の情報表示を見ることがで
きます。

リアモニターは、運転者が走行中に映像を見
ることができない場所に設置してください。

メモ
リアモニターの映像出力はコンポジット信号
です。接続されているモニターによっては、
きれいに表示できない場合があります。

NAVI

1

ご注意
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Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
の
正
し
い
使
い
か
た

TVモニターの正しい使いかた
■取り扱い上のご注意
●TVモニターは次の温度範囲内でお使いく
ださい。
使用温度範囲：－10℃～＋50℃
保存温度範囲：－20℃～＋80℃

●直射日光の当たる状態で長時間使用する
と、高温になり、液晶画面が故障する恐
れがあります。できる限りTVモニターに
直射日光が当たらないようにしてくださ
い。また、本機を使用しないときは、本
体にTVモニターを収納してください。

●TVモニターの液晶画面は、車内での視認
性向上のために露出しています。故障す
る恐れがありますので、液晶画面を強く
押さないでください。

●キズや汚れの原因になりますので、液晶
画面には触らないでください。

■液晶画面について
●TVモニター画面の中に小さな黒い点や明
るく光る点（輝点）が出ることがありま
す。これは液晶TVモニター特有の現象で
故障ではありません。

●寒いところでお使いになるときは、電源
を入れた後、しばらく画面が暗いことが
あります。時間が経過すると正常な明る
さに戻ります。

●TVモニター画面に直射日光が当たると、
光が反射し画面が見づらくなりますので、
直射日光をさえぎってください。

■小型蛍光管について
液晶画面を明るくするために、TVモニター
内部に小型蛍光管を使用しています。この蛍
光管は消耗品であり、寿命があります。

●蛍光管の寿命は約1万時間ですが、寒いと
ころでお使いになりますと、寿命が短く
なることがあります。

●蛍光管が寿命になると、画面が暗くなっ
たり、映像が映らなくなったりします。
このようなときは、お買い上げの販売店
またはお近くのパイオニアサービスステ
ーションにご連絡ください。

■お手入れについて
●画面に付いたほこりやTVモニターの汚れ
を清掃するときは、電源を切ってから、
柔らかい布でから拭きしてください。

●画面を拭くときは、ツメで引っかかない
ように注意してください。画面にキズが
付くと映像が見づらくなります。

●化学ぞうきんをお使いの場合は、化学ぞ
うきんに添付の注意事項をよくお読みく
ださい。

●ぬれたぞうきんは、使用しないでくださ
い。また、ベンジンやアルコールなどの
揮発性の薬品は使用しないでください。

メモ
映像を出力するために使われる信号形式に
は、RGB信号とコンポジット信号の2通り
があります。
コンポジット信号は、一般のビデオデッキな
ど の R C A 映 像 出 力 に 使 わ れ る 信 号
です。
RGB信号は、パソコンの画面表示などに使
われる信号です。本機では、ナビゲーション
の映像をより鮮明に表示するために、RGB
信号を使用しています。
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本
機
の
リ
セ
ッ
ト
の
し
か
た

本機のリセットのしかた
次のようなときは、本機をリセット
してください。
• 接続が終わった後
• 正しく動作しないとき
• 画面が正しく表示されないとき
リセットボタンを押すと、本機は初
期状態に戻ります。本機の設定（プ
リセットチャンネルなど）が消去さ
れますので、もう一度セットし直し
てください。

■リセットする

ボールペンの先などで、リセッ
トボタンを押す

リセットボタン

1
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共
通
項
目

症状

電源が入らない。
動作しない。

リモコンで操作でき
ない。
操作に合った正しい動
作をしない。

音が出ない。

原因

各リード線や各コネクターが
正しく接続されていない。

ヒューズが切れている。

ノイズなどが原因で内蔵のマ
イコンが誤動作している。

電池の（＋）と（－）の向き
を逆に入れている。

リモコンを、足元やシートに
向けて操作している。

リモコン受光部に直射日光が
当たっている。

電池が消耗している。

接続が間違っている。

処置

正しく確実に接続されているかどうか、
もう一度確認してください。
→『取付説明書』

ヒューズが切れた原因を解決し、切れ
たヒューズを同じ容量のヒューズと交
換してください。→『取付説明書』

リセットボタンを押してください。
→「本機のリセットのしかた」(40P)

正しく入れてください。→「リモコン
の電池の入れかた」(11P)

リモコン受光部に向けて操作してくだ
さい。

リモコン受光部に近づけて操作してく
ださい。→「リモコンの電池の入れか
た」(11P)

新しい電池に交換してください。
→「リモコンの電池の入れかた」
(11P)

正しく確実に接続されているかどうか、
もう一度確認してください。
→『取付説明書』

故障かなと思ったら

共通項目

故障かな？
と思ったら
修理を依頼する前に、以
下の内容をチェックして
ください。

チェックしても
直らないときは
本機をリセットしてくだ
さい。
→「本機のリセットのし
かた」（前ページ）

それでも直らな
いときは
「保証書とアフターサービ
ス」（45P）をお読みになり
修理を依頼してください。
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共
通
項
目

症状

内蔵スピーカーからテ

レビ、ビデオなどの音

が出ない。

音が小さい。

カーステレオのスピー
カーから音が出ない。
音が小さい。

映像が出ない。

画面に何も表示され
ない。

バックカメラに切り替
わらない。

TVモニターにナビ
ゲーションの映像が
映らない。

原因

内蔵スピーカーのソース
出力がOFFに設定され
ている。

内蔵スピーカーの音量を下げ
ている。

カーステレオの音量を下げて
いる。

アッテネーターがONになっ
ている。

FMトランスミッターの設定
がOFFになっている。

FM付きカーステレオの受信
周波数が合っていない。

パーキングブレーキコードが
接続されていない。

パーキングブレーキをかけて
いない。

TVモニターのバックライト
がOFFになっている。

初期学習が終了していない。

バック信号が接続されていない。

「AV入力設定」を「Back
Camera」に設定していない。

TVモニターの映像が、ナビ
ゲーションに切り替わってい
ない。

ナビゲーション本体およびテ

レビモニターの電源が入って

いない

処置

内蔵スピーカーから出力されるように
設定してください。
→「内蔵スピーカーの音声をON/OFF
する」（33P）

内蔵スピーカーの音量を上げてくださ
い。→「音量を調整する」（33P）

カーステレオの音量を上げてください。

アッテネーターを解除してください。

設定を切り替えてください。
→「音声をFM付きカーステレオで聞
く」（35P）

本機の送信周波数と、FM付きカーステ
レオの受信周波数を合わせてください。
→FM付きカーステレオの説明書

パーキングブレーキコードを接続し、
パーキングブレーキをかけてください。
→『取付説明書』

TVモニターのバックライトをONにし
てください。→「画面を消す」（32P）

初期学習が終了するまで、しばらく走
行してください。

正しく確実に接続されているかどう
か、もう一度確認してください。
→『取付説明書』

「AV入力設定」を「Back Camera」
に設定してください。→「バックカメ
ラを組み合わせる」（37P）

TVモニターの映像をナビゲーション
に切り替えてください。
→「ソースの映像を見る」（13P）

TVモニターの電源を入れてください。

正しく確実に接続されているかどうか
確認してください。→『取付説明書』

共通項目（つづき）



故障かなと思ったら

43

モ
ニ
タ
ー

症状

画質調整ができない。

映像が明るい、または
暗い。

映像の色が薄い、また
は濃い。

映像の色あいがおか
しい。

液晶画面が暗い。

液晶画面の中に、小さ
な黒点や輝点がある。

原因

パーキングブレーキコードが
接続されていない。

パーキングブレーキをかけて
いない。

「黒の濃さ」または「コント
ラスト」の調整が適切でない。

「色の濃さ」または「色あい」
の調整が適切でない。

「明るさ」の調整が適切で
ない。

車内の温度が低い。

液晶特有の現象で、故障では
ありません。

処置

パーキングブレーキコードを接続し、
パーキングブレーキをかけてください。
→『取付説明書』

「黒の濃さ」または「コントラスト」
を調整してください。
→「黒の濃さやコントラストを調整
する」（26P）

「色の濃さ」または「色あい」を調整
してください。
→「色の濃さや色あいを調整する」
（27P）

「明るさ」を調整してください。
→「液晶画面の明るさを調整する」（28P）

液晶モニターは、周囲の温度が低いと
画面が暗くなることがあります。ヒー
ターで車内の温度を上げてください。

－

モニター
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テ
レ
ビ

症状

テレビの映りが悪い。
“ジージー、ザーザー”
という雑音が多い。

自動選局できない。

ソースプレートが消え
ない。

原因

チャンネルが合っていない。

放送局の電波が弱い。

周囲に障害物があるなど、受
信状態が良くない。

アンテナ線と他のケーブルを
束ねたり、重ねたりしている。

強い電波の放送局がない。

パーキングブレーキコードが
接続されていない。

処置

チャンネルを正しく合わせてください。
→「テレビの見かた」（15P）

他のチャンネルを選局してみてください。
→「テレビの見かた」（15P）

受信状態が良くなると、映りが良くな
り、雑音も少なくなります。

アンテナ線と他のケーブルは、できる
だけ離してください。→『取付説明書』

手動で選局してください。
→「テレビの見かた」（15P）

ナビゲーションと本機のパーキングブ
レーキコードを両方とも接続し、パー
キングブレーキをかけてください。
→『取付説明書』

テレビ
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保証書とアフターサービス

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されているこ
とをお確かめのうえ、ご購入の際に販売店から受け取ってく
ださい。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、
保証期間中でも保証が無効となります。記載内容をよくお読
みのうえ、大切に保管してください。

この製品の保証期間は、お買い上げの日から1年間です。

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保
証規定に基づき修理いたします。お買い上げの販売店または
お近くのパイオニアサービスステーションにご連絡ください。
所在地、電話番号は本機に付属の『ご相談窓口・修理窓口の
ご案内』をご覧ください。

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービスステ
ーションにご相談ください。修理すれば使用できる製品につ
いては、ご希望により有料で修理いたします。

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低6年間
保有しています。（性能部品とは、その製品の機能を保持する
ために必要な部品です。）

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマサポート
センターまたはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

保証書保証書

保証期間中の修理について

保証期間経過後の
修理について

補修用性能部品の
最低保有期間

ご質問、ご相談は

保証期間

お願い
修理をご依頼になるときは、故障の原因をより早く確実に解決するため、TVモニターおよ
びTVモニターと組み合わせているHDDナビゲーションサーバー本体の両方をお持ち込み
ください。なお、サービス対応時におきましては、お客様が保存されたデータが消えるこ
とがあります。重要な内容は紙などに控えておいてください。



仕様

46

仕
様

◆TV（共通部）

使用電圧： DC 14.4 V
(10.8～15.1 V 使
用可能)

アース方式： マイナスアース方式
最大消費電流： 2.0 A

◆TVモニター

画面サイズ： 8インチワイド
（有効表示面積：
99.5 × 175.7
mm）

画素数： 336,960画素
(234 × 1.440)

方式： TFTアクティブマト
リクス方式
透過型

エッジライト： 冷陰極コの字管
使用温度範囲： －10 ～ ＋50 ℃
保存温度範囲： －20 ～ ＋80 ℃
内蔵スピーカー： φ 36 mm

◆TVチューナー

受信チャンネル： VHF1～12 ch、
UHF13～62 ch

実用感度： 6 dBμ (75 Ω、モ
ノラル音声)

映像S/N： 40 dB以上
（59 dBμ 入力、
白 100 %）

映像雑音制限感度： 40 dBμ
クロストーク： 主→副　35 dB以上

副→主　40 dB以上
S/N： 60 dB (IHF-Aネッ

トワーク)

ステレオセパレーション： 30 dB (1 kHz)
外部映像入力レベル： 1 Vp-p/75 Ω

外部音声最大：
入力レベル： 1V/22 kΩ
アンテナ入力： 4 chダイバーシティ

FMトランスミッター：
使用周波数： 76.4～78.4 MHz

（0.1 MHz間隔で可変）

◆TVアンテナ

出力端子： φ3.5ミニプラグ×4
アンテナケーブル： 7.0m

◆外形寸法

TVモニター： 218 (W) × 136
(H) × 29 (D) mm

TVチューナー： 179 (W) × 32 (H)
×150 (D) mm

TVアンテナ： 30 (W) × 28 (H)
× 192 (D) mm
（収納時、アンテナ
ベース含まず）

リモコン： 52 (W) × 9 (H) ×
94 (D) mm

◆質量

TVモニター： 538 g
TVチューナー： 928 g（コード含む）
TVアンテナ： 260 g（コード含む、

片側）
リモコン： 32 g（電池含む）

モニター取付金具： 143 g

仕様
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◆付属品

リモコン： 1
リチウム電池：
（CR2025）： 1

コード類： 1式※

取付キット： 1式※

取扱説明書： 1
取付説明書： 1

安全上のご注意： 1
保証書： 1

ご相談窓口・修理：
窓口のご案内： 1

※『取付説明書』の「接続・取り付け部品
を確認する」に接続・取り付け部品の一
覧表が記載されています。

メモ
• 仕様および外観は予告なく変更すること
があります。またこの説明書中のイラス
トと実物が、一部異なることがあります。

• 本機は日本国内専用です。外国ではご利
用いただけません。
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メニュー索引
■オーディオメニューの一覧（ ）NAVI

TV

VTR1

TV

システム設定�

メニューを閉じる�

BSSM

チャンネルリスト�

音声多重設定�

マニュアルプリセット�

戻る�

AV入力設定�

消音レベル設定�

FMトランスミッター設定�

戻る�

VTR2 VTR2※�

システム設定�

メニューを閉じる�

VTR1※�

システム設定�

メニューを閉じる�

19P

16P

22P

20P

23P

34P

25Pディスプレイ設定�

35P

AV入力設定�

消音レベル設定�

FMトランスミッター設定�

戻る�

23P

34P

25Pディスプレイ設定�

35P

AV入力設定�

消音レベル設定�

FMトランスミッター設定�

戻る�

23P

34P

25Pディスプレイ設定�

35P

ミュージックサーバー、DVD、CD、MP3ディスクのメニュー画面については、ナビゲーショ
ン本体の取扱説明書『オーディオブック』を参照してください。
※メニューを開くことはできません。
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※メニューを開くことはできません。

■オーディオメニューの一覧（ ）TV

TV FUNCTION

SET UP

RETURN

VTR 1

TV FUNCTION MENU

SET UP MENU

SET UP MENU

19P

22P

23P

21P

FUNCTION※�

SET UP

RETURN

BSSM

CH.LIST※�

MPX

MANUAL PRESET

RETURN

INPUT SETTING

GUIDE SETTING ※�

FM TRANSMITTER

RETURN

DISPLAY SETTING ※�

35P

23PINPUT SETTING

GUIDE SETTING ※�

FM TRANSMITTER

RETURN

DISPLAY SETTING ※�

35P

23PINPUT SETTING

GUIDE SETTING ※�

FM TRANSMITTER

RETURN

DISPLAY SETTING ※�

35P
VTR 2

SET UP MENU

FUNCTION※�

SET UP

RETURN
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ご購入後の製品の修理・取り扱いのご相談は、お買い求めの販売店へお問い合わせください

〈下記窓口へのお問い合わせ時のご注意〉
市外局番「0070」で始まる フリーフォンおよび「0120」で始まる フリーダイヤルは、PHS、携帯電話、自動車電話、
列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話ではご利用になれません。また、一般電話は携帯電話・PHSなど
からご利用可能ですが、通話料がかかります。あらかじめご了承ください。

〈安全上のご注意〉
携帯電話などの走行中の使用などの禁止に関する規定が、改正道路交通法（法第71条第５号の５）にて施行されています。自動車
または原動機付自転車（原付）からの、携帯電話などによる発信・応答・通話は、安全な場所に止めてからご利用ください。

この説明書は、再生紙を使用しています。

© パイオニア株式会社 2003

< KKNEF/03D00001 >  < CRA3486-A >〒�153-8654 東京都目黒区目黒�1-4-1

この説明書の印刷には、植物性

大豆油インキを使用しています。

●修理のご依頼は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』の項目をご確認のうえ、お買い求めの販売店へご依頼ください。
●取り付け・組み合わせなどのお問い合わせにつきましても、お買い求めの販売店へご相談・ご依頼ください。

製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口

ご贈答品などの修理についてのご相談窓口
修理のお問い合わせは、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』の項目をご確認のうえお問い合わせください。ご転居され
たり、ご贈答品などで、お買い求めの販売店に修理のご依頼ができない場合は、下記の修理受付センターにご相談ください。

● 修理受付センター（沖縄県を除く全国）（フリーダイヤル）
〈受付〉 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜　9：30～12：00、13：00～17：00（日曜・祝日・弊社休日は除く）

電話 ： 0120-5
ゴー

-81028
パ イ オ ニ ア

： 03-5496-2023（一般電話）

ファックス ： 0120-5-81029

● 沖縄サービスステーション（沖縄県のみ）
〈受付〉 月曜～金曜　9：30～18：00（土曜・日曜・祝日・弊社休日は除く）

電話 ： 098-879-1910（一般電話）

ファックス ： 098-879-1352

● 部品受注センター（フリーダイヤル）
〈受付〉 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜　9：30～12：00、13：00～17：00（日曜・祝日・弊社休日は除く）

電話 ： 0120-5-81095
： 0538-43-1161（一般電話）

ファックス ： 0120-5-81096

部品のご購入についてのご相談窓口
付属品（リモコン・取扱説明書など）のご購入に関するご相談については、部品受注センターにご相談ください。

● カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフォン）
〈受付〉 月曜～金曜　9：30～17：00、土曜　9：30～12：00、13：00～17：00（日曜・祝日・弊社休日は除く）

カーオーディオ/カーナビゲーション製品のご相談窓口 ： 0070-800-8181-11
03-5496-8016（一般電話）

カタログのご請求窓口 ： 0070-800-8181-33
ファックス ： 03-3490-5718
パイオニアホームページでのご案内
商品に関する「よくあるお問い合わせ」FAQのご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/faq/index.html
カタログ請求とメールサービス登録のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg/index.html


